
















　※４巻読了後に読むことを強くおすすめします。




　心音淡雪も度々お世話になっている店として、宇月聖の実家が経営している焼肉店がある。

　客席が個室で分けられており防音も割としっかりしているため、ライブオンの中ではライバー間のオフでの対面などで重宝されていた。

　そしてこの日──

「この度は誠に申し訳ありませんでした……」

「聖様からもごめん。もう今日はお店の肉全て食べてしまってもいいからね」

「うむ！　よろしい！」

　二期生の宇月聖と神成シオンに、同じ二期生の昼寝ネコマが接待？を受けていた。

　事の経緯はこうだ。

　収益化剥奪の件でナイーブになっていた聖と、そんな聖に対して熱くなりすぎていたシオン。この二人は事件が解決し、冷静な思考が戻った時、その二人の間で関係がこじれないようバランスをとってくれていたネコマに大きな迷惑をかけてしまっていたことに気が付いた。

　これはあまりにも申し訳ないため、なにか謝罪の場を設けなければと考えたこのバカップル二人は、せめてもの償いとして、ネコマに焼肉を奢ることを決めたという流れだ。

「でも、本当に謝罪なんていいんだぞ？」

「いやいや、もう本当にあの時も自分を思い出すと恥ずかしい……謝らないと私の気が済まないんだよ……」

「今日はネコマ君の為にイチボを山ほど仕入れたからね、存分に食べてくれ」

「聖はネコマのことを尻フェチとでも勘違いでもしているのか……？　まぁ二人がそういうならご馳走になるけどな！　でも皆で食う方が美味いから二人も食べるぞ！」

「「え？　でも……」」

「そもそも初対面の時からこれはネコマ好みの手のかかりそうなやつらだなとは思っていたからな！」

「「酷い⁉」」

　こうして始まった奢り焼肉だが、やはり月日を重ねてきた同期三人組。美味しい食事に話も弾み、少し時間が経つとその場はもはやパーティーのような雰囲気になっていた。

「ネコマーってさ、今回の件ってほとんど予想通りの展開になったわけでしょ？　今考えるとすごいよね！」

「あ～、まぁ丸く収まるようにコントロールしてた部分はあるけど、おおむね予想通りではあったな」

「のんびりしているようで鋭いね、ネコマ君は」

「……やばっ、私過去の言動とか思い返すとネコマーにめちゃくちゃ頼ってるじゃん……今に始まったことじゃないじゃんこれ！」

「はははっ、本当のママはネコマ君だったんじゃないかいシオン？」

「むー‼　ライブオンのママの座は譲らないんだから！」

「狙ってもないから安心していいぞー。それに、ネコマだってそこまでおせっかいなわけじゃないぞ。にゃ～ほら、あれだよ、聖とシオンは感情的な部分があるから、そこがなんか見守りたくなるし……なんつーかな、そういう二人が居るからネコマも活動を頑張りたいって思える時があるんだよ。それに、あー、ほら、もう付き合いも長いじゃん。だからさ、まぁそういうことだぞ、にゃはは～」

「「うっ」」

「ん？　どした二人共？」

　今まで支えられてきた人の見せる照れ顔にノックアウトされ、二人そろってうずくまってしまう聖とシオン。

　この二人がネコマの包容力に支えられてきたように、ネコマにとっても自分にはない感受性の高さと素直さを持つ二人の姿がライバーを続ける活力になっていた。

「ネコマ君、聖様のセフレにならないかい？　気持ちよくしてあげるよ？」

「え、突然どうした？　なんで隣に恋人居るのに目の前の女をセフレに誘ってるんだお前？　いきなり関係崩壊の修羅場とかやめてほしいぞ？」

「ネコマー、これからは私がたっぷり甘やかしてあげるね！　私の赤ちゃんになりなさい！」

「え、なんでネコマはカップルの両方からセフレか赤ちゃんになる二択を迫られているんだ？　ネコマどころかこの世はそんなことが起きることは想定されていないと思うぞ？　生憎ネコマが好きなのはクソゲーとクソ映画で二人ほどガチ百合ではないからどっちも勘弁だぞ……」

　ライブオン二期生──それはちぐはぐなようで確かに繋がっている、まさに後のライブオンの礎となった三人組である。
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